
2［ 30 . 3 . 1 5］

八
千
代
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画（
案
）の 

意
見
を
募
集

　
「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
八

千
代
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
（
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
市
内
に
事
務
所
か

事
業
所
が
あ
る
人
、
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し

て
い
る
人
、
当
該
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人
で
す
。
意
見
に
対
し
て

の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
▼
募
集
期
間　
４
月
１
日
㈰
〜
４
月
30
日
㉁
必
着　
▼
公
表
場
所　
土

木
維
持
課
、
法
務
課
情
報
公
開
班
、
支
所
・
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
▼
意
見
の
提
出
方
法
・
送
付
先　
募
集
期
間
中

に
公
表
す
る
実
施
要
項
に
記
載　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  

（
土
木
維
持
課
）

審
議
会
・
審
査
会
の
市
民
委
員

　
い
ず
れ
も
市
内
在
住
の
成
人
で
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
を
５
つ
以
上

兼
ね
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。
応
募
書
類
は
非
公
開
で
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
環
境
審
議
会　

　
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

　
▼
資
格　
年
１
回
程
度
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集

人
数　
４
人　
▼
任
期　
30
年
６
月
18
日
か
ら
２
年
間　
▼
報
酬　
会
議

１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
選
考
方
法　
書
類
選
考　
▼
応
募
方
法　

４
月
16
日
㈪
必
着
で
、
任
意
の
Ａ
４
用
紙
（
横
書
き
）
に
、
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・

応
募
理
由
を
記
入
し
「
八
千
代
市
の
環
境
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、
〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市

役
所
環
境
保
全
課
へ
郵
送
、
持
参
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
委

員
の
公
募
」
か
ら
応
募
も
で
き
ま
す　
　
　
　
　
　

 　
（
環
境
保
全
課
）

■
市
民
活
動
団
体
支
援
審
査
会

　

市
民
活
動
団
体
支
援
金
交
付
制
度
の
支
援
対
象
団
体
・
事
業
の
選
考

と
、
事
業
実
績
報
告
書
の
内
容
の
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
民
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
年
３
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
市
民
活
動
団
体
支
援
金
交
付
制
度
に
申
請
し
て
い

る
か
、
任
期
中
に
申
請
し
よ
う
と
す
る
市
民
活
動
団
体
の
構
成
員
は
応
募

で
き
ま
せ
ん　
▼
募
集
人
数　
３
人　
▼
任
期　
30
年
６
月
１
日
か
ら
２

年
間　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
選
考
方
法　
書
類

選
考　
▼
応
募
方
法　
４
月
16
日
㈪
必
着
で
、
任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
主

な
職
歴
・
応
募
の
動
機
を
記
入
し
「
市
民
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、
〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市

役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
へ
郵
送
、
持
参
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
市
民
委
員
の
公
募
」
か
ら
応
募
も
で
き
ま
す
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
）

春
休
み
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

　
長
期
休
業
中
は
、
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い

時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
見
守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
家
庭
で
の
約

束
事
を
家
族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
者
に
出
会
っ
た
と
き
は
「
い
か
の
お
す
し
」
を
合
言
葉
に　
「
い

か
な
い
・
の
ら
な
い
・
お
お
声
を
出
す
・
す
ぐ
に
逃
げ
る
・
し
ら
せ
る
」

を
合
い
言
葉
に
、
危
険
か
ら
身
を
回
避
さ
せ
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用
を　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
が

急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
、歩
き
ス
マ
ホ・な
が
ら
操
作
に
よ
る
事
故
な
ど
か
ら
守
る
た

め
に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
の
確
認
や
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
し
ま

し
ょ
う
。保
護
者
の
理
解
と
見
守
り
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す
。

●
愛
の
ひ
と
声
を　
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
気
に
な
っ
た

と
き
は
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
優
し
く
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
よ
い
行
い

は
、
そ
の
場
で
褒
め
る
の
が
一
番
で
す
。

●
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ　
未
成
年
の
飲
酒
や
喫
煙
は
、非
行
の
第
一
歩
。酒

や
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
は
知
識
と
判
断
力
が
不
十
分
で

す
。話
し
合
う
機
会
を
持
ち
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

●
夜
間
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う　
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に
よ
り
、

保
護
者
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
青
少
年
を
午
後
11
時
か
ら

午
前
４
時
ま
で
の
間
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
青
少
年
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
青
少
年
の
非
行
や
怠
学
な
ど
の
悩

み
に
つ
い
て
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
助
言
・
指
導
の
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
①
電
話
相
談　
②
来
所
相
談

（
要
電
話
予
約
）　
※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
▼
連
絡
先　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
／
大
和

田
１
３
８

－

２
教
育
委
員
会
庁
舎
内
（
４
８
３
）２
８
４
２

広
報
や
ち
よ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
広
報
や
ち
よ
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
広
告
の
原
稿
や
電
子
デ

ー
タ
な
ど
の
作
成
に
係
る
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。
掲
載
で
き
る
広
告

は
、
八
千
代
市
有
料
広
告
取
扱
要
綱
お
よ
び
八
千
代
市
広
告
掲
載
基
準
に

基
づ
く
も
の
と
し
ま
す
。
要
綱
と
基
準
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
広
報
や
ち
よ
】

　
広
報
や
ち
よ
４
・
５
ペ
ー
ジ
の
下
部
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
▼
規
格　
１
枠
で
使
用
す
る
場
合
…
縦
75
㎜
×
横
１
１
８
㎜
、
２
枠
合

わ
せ
て
使
用
す
る
場
合
…
縦
75
㎜
×
横
２
４
０
㎜
。
配
色
は
カ
ラ
ー
４
色

（
シ
ア
ン
、
マ
ゼ
ン
ダ
、
イ
エ
ロ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
）　
▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　
株
式
会
社
地
域
新
聞
社
八
千
代
支
社
／
高
津
６
７
９

－

１

（
４
８
０
）３
３
８
１

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
こ
れ
ま
で
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
「
く
ら
し
の
情
報
」
、
「
ま
ち
の

情
報
」
、
「
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
、
「
市
政
情
報
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
先

の
４
ペ
ー
ジ
の
み
で
し
た
が
、
３
月
26
日
㈪
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、

多
く
の
ペ
ー
ジ
に
も
広
告
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
掲
載
位
置
は
ペ
ー
ジ
下
部

の
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
広
告
が
ラ
ン
ダ
ム
で
１
枠
だ
け
上
部
に
表

示
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
広
告
掲
載
要
領
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
規
格　
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
。
容
量
20
キ
ロ
バ
イ

ト
以
内
。
デ
ー
タ
形
式
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
ま
た
は
Ｐ
Ｎ
Ｇ
。
動
画

不
可　
▼
掲
載
料　
１
か
月
２
万
円　
▼
申
し
込
み　
市
が
委
託
す
る
広

告
代
理
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
枠
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
随
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
広
聴
課
）

学ぶ楽しさ・伝える喜び
生涯学習ボランティアバンク制度

■登録講師の主な指導項目
家庭生活・趣味   ○高齢者介護　○お菓子・パ
ン・料理　○ビーズアクセサリー作り　○パッチ
ワークキルトの制作　○能人形・ちぎり絵
○木目込人形制作　○手品　○プリザーブドフ
ラワー　○紙工作　○ハーブ　○整理収納
○おもちゃ修理を行うドクターの指導
教育・学習   ○親子スキンタッチ（ツボ健康法）
○就職活動の面接対策　○体の歪みの原因と体
への影響　○コミュニケーション技術（英語・
日本語）　○葬送を考える　○暮らしの支え

（お金・家族・保険）　
○障害がある子どもたちへ
の接し方・学習支援　○地
方政治　○メンタルヘルス
ケア、グリーフケア、話し合
いの促進
郷土　○八千代の昔話・
民話・歴史

指導者55人が登録中 
５人以上のグループで利用できます
　仕事や趣味などで培った様々な経験、専門知
識や技術、生活の知恵といった、地域の人が持
つ「知の力」を循環させ、市民の皆さんの学習
を手助けします。ボランティアバンク制度で
は、一方的に学ぶ、教えるの関係ではなく、市
民同士の「学び合い」の輪が地域に広がること
を目指しています。
　現在ボランティアバンクに登録している講師
は55人です。どの分野に専門の講師が在籍して
いるかなど、詳しくは生涯学習振興課へお問い

音楽・芸能   ○ピアノ演奏　○クラシック音楽
の時代背景や歴史文化
芸術・文化   ○絵画・版画指導　○水墨画・水
彩画　○絵手紙　○囲碁　○書道
産業・技術・情報　○パソコン　○船荷証券
○石油
女性　○色彩とおしゃれ
スポーツ・レクリエーション　○健康体操・栄
養・生活習慣病改善　○ヨガ　○骨盤体操
○美容健康セルフケア　○剣道　○ラウンドダ
ンス　○キックボクシングエクササイズ　○エ
アロビクス　○空手拳法・棒術
市民生活・国際関係   ○防災　○中国語　○ス
ペイン語　○フランス語　○韓国の文化・観光
人文・社会科学
○法律問題　○貨幣
自然科学・環境
○住環境（耐震・安全・避難・生活環境）、地球環
境問題　○気象・地震・津波・地球温暖化
○世界と日本の食料と農業　

合わせください。利用する場合は、５人以上の
グループが対象です。
　調整書や申請書、報告書などの書類は市ホー
ムページや生涯学習振興課、各公民館、総合生
涯学習プラザにあります。

～学びたい～ 
ボランティアバンクの利用方法

①学びたいことを探す
　仲間が５人以上集まったら「登録講師の主な
指導項目」を参考に、学びたいことを探しま
す。具体的に決まっていない場合でも、生涯学
習振興課窓口で相談することができます。

②講師を紹介してもらう
　学びたいことを見つけたら、「生涯学習ボラ
ンティアバンク講師紹介調整書」に必要事項を
記入し、提出してください。後日、講師の連絡
先を伝えます。
③講師に連絡する
　直接講師と連絡を取って打ち合わせをします。
学習会の内容や日時、場所、参加人数、当日の
流れや講師の移動手段、教材・道具、材料費な
どを決めてください。講師料はかかりません
が、講師の交通費や教材費（コピー代など）、
会場使用料などはグループ負担です。
④学習会を行う
　学習会終了後は、感想や意見などを記入して
利用報告書を提出してください。
　実際に学習会に参加した人からは、「とても
良い内容だったので、もっと多くの人が利用す
ると良い」、「実務経験を生かしたわかりやすい
講座だった」と、内容や講師に満足していると
いう声が多く上がっています。また、学べるメ
ニューの数と同じように講師の年齢層もさまざ
まです。同年代の講師に、悩みなどを聞いて問
題点を解決できたという人もいました。

～教えたい～ 
講師になるには登録を

①登録の要件
　経験や専門知識、技術、免許資格などを持ち、
ボランティア講師として積極的に指導したい人
は登録してください。政治、宗教、営利活動を
目的とする人は登録できません。
②登録の申請
　「生涯学習ボランティアバンク講師登録申請
書」に必要事項を記入し、生涯学習振興課へ提
出してください。審査した後登録の手続きをし
ます。後日、登録の承認・不承認を通知します。
③講師紹介の申請があったら学習会を実施
　学習グループから講師紹介の申請があったら
お知らせします。実施が可能なことが確認でき
た場合は学習グループへ講師の連絡先を伝えま
す。日程や内容などを直接調整して、学習会を
行ってください。

▲絵手紙講座の様子

　「教えたい人」と「教わりたい人」を結びつける生涯学習ボランティアバ
ンク制度。総合生涯学習プラザでは、豊かな経験、専門知識や技術を地域社
会に役立てたいと考えている人と、学習支援を受けたい人の橋渡しをしてい
ます。これまで約1,500人がこの制度を利用してきました。「新しいことにチャ 
レンジしたいけれど、どうすればいいかわからない」、「講師が見つからな
い」、「自分の経験や知識を伝えたい」、そんなときはぜひご相談ください。


